




面変形の特徴を見るために面外方向の変形のみを10倍に
拡大し，断面を黒塗りの領域として表示している。両材
とも，ストレッチ後には表面凹凸や板厚の偏差，湾曲な
どが見られたが，B材が弓形に湾曲する変形がより顕著
であった。図5に，両材の板厚中心軸の湾曲量，板厚偏
差量およびストレッチ量の関係を示す。なお板厚偏差量
は最大板厚と最小板厚の差として定義した。板厚偏差量
はA材がB材をやや上回っており，上記リジングマーク
の良否との相関は小さいと考えられた。一方で湾曲量
は，A材に比較してB材が顕著に大きな値を示した。こ
れらより，前述した両材のリジング挙動の差は，圧延直
角方向へのストレッチ時に生じる湾曲変形挙動が主原因
と推測した。
2．3　湾曲変形の原因を探る変形解析結果

　上記解析結果より，供試材A，Bのリジング挙動の違
いは湾曲変形の程度によるとの推測を行った。そこでさ
らに，このような湾曲変形が具体的にどのようなメカニ
ズムによるのかを調べるため，表2に示す仮想的な条件
で解析を行った。
　ここで，matRはEuler空間内（φ1，Φ，φ2）内でODFが




